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Eudistomidin G (1) 
1)

, H (2) 
2)

, I (3) 
2)

は当研究室にてホヤ Eudistoma glaucus

より単離したテトラヒドロ--カルボ

リンアルカロイドである。これら天然

物の分子内に存在する 2つの不斉炭素

の絶対立体配置については、各種 2次

元 NMR および CD スペクトルデータ

に基づき推定されていた。今回、

eudistomidin G (1), H (2), I (3)の絶対立

体配置を確定する目的で全合成を行ったので報告する。 

Eudistomidin G (1)および H (2)の合成については Scheme 1 に示した。トリプタミン(4)とカル

ボン酸(5)とのアミド縮合の後、Bischler-Napieralski 反応を行うことにより化合物(6)を得た。化

合物(6)に対して野依不斉水素化反応を行い、N-メチル化と Fmoc基の除去を経て eudistomidin G 

(1)を合成した。さらにパラホルムアルデヒドとの縮合環化反応を行い eudistomidin H (2)を合成

した。また、eudistomidin I (3)の合成についても同様の方法で行った。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

合成した eudistomidin G (1), H (2), I (3)と天然物との各種スペクトルデータを比較した結果、

良い一致を示したことから、天然物の eudistomidin G (1), H (2), I (3)が今回合成した構造と同じ

絶対立体配置(1R, 10S)であると確定した 
3)。 
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Scheme 1. synthesis of eudistomidins G (1) and H (2). 


